
(1) 平群町長寿会新聞  第３２８号  ２０２０年（令和２年） 7 月１日  1
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【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

１
．
専
門
部
関
係 

 

①
女
性
部 

（1）
第
1
回
女
性
部
長
会
議 

 
 

中
止 

 

・
5
月
8
日 

新
館
会
議
室 

 

女
性
部
の
役
割
、2

0
1

9

年
度
事
業
総

括
、2

0
2
0

年
度
事
業
計
画
・
活
動
方

針
な
ど 

（2）
第Ⅰ

回
施
設
慰
問 

 
 

 
 

中
止 

（3）
女
性
部
施
設
見
学 

 
 

 
 

中
止 

 
 
 
 
 
 
 

 

（4）
健
康
部
と
の
合
同
研
修
会 

 

中
止 

 

②
健
康
部 

（1）
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
110
回
4
月
28
日 

 
 

 
 

中
止 

・
第
111
回
5
月
26
日 

 
 

 
 

中
止 

・
第
112
回
6
月
23
日 

ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道 

・
第
113
回
7
月
28
日
上
山
古
墳
、
平
群

神
社 

 

福
貴
畑
長
寿
会 

 
 
 

会
長 

森
田 

恒
夫 

 

福
貴
畑
長
寿
会
は
７
垣
内
７８
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
殆
ど
ほ
小
菊

栽
培
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
足
腰
が
丈
夫
な
方
が
大
勢
お
ら
れ

ま
す
。 

長
寿
会
の
年
間
の
行
事
と
し
て
、
４

月
１
日
に
午
後
１
時
よ
り
集
落
セ
ン

タ
ー
で
総
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

                     

（2）
第
1
回
体
力
測
定
会 

 
 

中
止 

・
6
月
16
日
～
町
総
合
体
育
館 

（3）
町
「
プ
リ
ズ
ム
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
へ

の
協
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
止 

・
7
月
10
日
か
し
の
き
荘
新
館 

 

「
認
知
機
能
低
下
や
運
動
器
低
下
の 

予
防
運
動
を
学
ぶ
」 

講
師 

健
康
運
動
指
導
士 

 

貴
志 

信
吾 

氏 

③
伝
承
交
流
活
動
部 

（1）
７
月
４
日
親
子
で
ウ
キ
ウ
キ
タ
イ
ム

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

中
止 

（2）

7
月
11
日
ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園 

昔
遊
び 
 
 
 
 

 
 
 

中
止 

（3）

7

月

18

日
は
な
さ
と
こ
ど
も
園 

 

中
止 

④
ふ
れ
あ
い
情
報
部 

・
5
月
号 

4
月
18
日
編
集
委
員
会
、 

 

出
席
者
は
４０
名
強
で
す
。
総
会
で
は
、

挨
拶
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
祷
、

新
会
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。
そ
の
あ
と

飲
み
物
、
茶
菓
子
で
菊
作
り
の
情
報
交

換
な
ど
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

 

５
月
中
旬
に
親
睦
会
を
し
て
い
ま
す
。 

食
事
を
し
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
す
。 

4
月
28
日 

印
刷
・
発
行
（
椿
台
会
館
） 

・
6
月
号 

5
月
16
日 

編
集
委
員
会
、

6
月
5
日
印
刷
・
発
行 

・
7
月
号 

6
月
20
日 

編
集
委
員
会 

6
月
30
日 

印
刷
・
発
行 

⑤
ク
ラ
ブ
統
括
部 

（１）
第
1
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

中
止 

・
町
助
成
金
手
続
き
、
舞
台
発
表
会
・

作
品
発
表
会
の
日
程
、
各
実
行
委
員

会
の
編
成
等 

・
町
バ
ス
利
用
申
込
は
15
件
、
全
員 

合
格(

抽
選
会
中
止)

 

➅
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部 

（1）
役
員
会 

・
7
月
31
日
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

2
Ｆ
会
議
室 

 

※
友
愛
活
動
部
と
統
合
後
、
初
会
合

（
活
動
方
針
等
） 

２
．
本
部
関
係 

 

（1）

5
月
末
日
現
在
会
員
数 

2
,1

0
1

人
（
年
度
当
初
比
▲
8
人
） 

 
 
 
 

【
別
紙
1
】 

（2）
地
区
役
員
届
出
・
会
員
名
簿
提
出
・

連
合
会
費
の
納
入 

・
3
月
30
日
ま
で
に
事
務
局
へ 

・
4
月
24
日 
第
1
回
理
事
会
で
請
求

書
交
付
、
6
月
10
日
迄
に
事
務
局
へ 

（3）
春
季
親
睦
日
帰
り
旅
行 

 
 

中
止 

4
月
17
日 

信
楽
陶
苑
で
の
陶
芸
体

験
と
比
叡
山
延
暦
寺
巡
り
＠1

1
,0

0
0

円 

（4）
会
計
監
査
実
施 

・
4
月
3
日
椿
台
・
中
戸
邸 

 

会
長
・
会
計
・
会
計
監
査
人
立
合
い 

 

１
月
に
は
新
年
会
、
内
容
は
親
睦
会

と
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
す
。
福
貴
畑
の

活
動
と
し
て
は
主
に
こ
の
３
つ
で
す
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
、

親
睦
会
が
余
儀
な
く
中
止
と
な
り
ま
し

た
。 早

く
収
束
し
て
以
前
の
よ
う
に
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

（5）2
0

1
9

年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」 

助
成
金
の
事
業
完
了
報
告
書
提
出 

・
健
康
部
、
伝
承
交
流
部 

4
月
27
日
社
協
内 

事
務
局
宛 

（6）2
0

1
9

年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

助
成
額
仮
決
定 

高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
事
業 

健
康
部 

 
6

0
,0

0
0

円 

・
伝
承
交
流
活
動
事
業 

 

伝
承
交
流
活
動
部 

4
8

,0
0

0

円 

支
給
日
4
月
20
日 

（7）
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
協
議
体
の

開
催 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

延
期 

・
4
月
27
日
役
場
会
議
室 

 

岡
会
長 

出
席 

（8）
第
1
回
地
域
公
共
交
通
会
議 

・
6
月
18
日 

プ
リ
ズ
ム
2
Ｆ 

 

 

岡
会
長 

出
席 

３
．
郡
生
連
関
係 

（1）
第
1
回
役
員
会 

 

※
文
書
決
済
に
変
更 

・
5
月
27
日
～
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩 

（2）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

 

中
止 

・
6
月
10
日
三
郷
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
場 

（3）
郡
生
連
指
導
者
研
修
会 

 
 

中
止 

7
月
1
日
（
水
）
～
2
日
（
木
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

（4）
県
老
連
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
推
薦 

・
今
年
度
の
割
り
当
は
「
県
老
連
表
彰

の
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
（
錦
秋
会
長
寿

会
を
推
薦 

 
 
 

 
 

【
別
紙
２
】 

（5）
第
2
回
役
員
会 

・
7
月
29
日
～
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩 

 

４
．
県
老
連
関
係 

（1）
「
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー 

養
成
講
座
」
募
集 

 
 
 
 

中
止 

・
7
月
～
11
月
間
に
7
日
間
受
講 

・
申
込
資
格 
75
才
以
下
、
受
講
後
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
長
く
活
躍
で
き
る
者 

 (2) 
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
」
参
加
者
募
集 

・
6
月
11
日
～
12
日 

白
浜
キ
ー
テ
ラ

ス
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
1
泊
研
修 

 
中
止 

 

（
裏
面
に
続
く
） 

最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、 

学
力
や
知
能
指
数
と
言
っ
た
も

の
は
、
認
知
能
力
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
誠
実
さ
や
忍
耐
力
、 

自
制
心
と
い
っ
た
思
考
や
態
度
は
認
知

能
力
を
補
う
も
の
で
、
非
認
知
能
力
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
恵
ま
れ
て
い

る
人
は
、
抑
鬱
や
孤
独
を
感
じ
る
こ
と

の
少
な
い
こ
と
が
今
ま
で
の
研
究
で
示

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

忍
耐
や
自
制
を
続
け
て
い
る
と
、
体

に
悪
い
の
で
は
な
い
か
？
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
非
認
知
能
力

が
死
亡
率
を
下
げ
る
明
確
な
理
由
は
わ 

 

か
っ
て
い
な
い
が
、
思
考
や
態
度
が 

体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
変
え
る 

の
か
も
し
れ
な
い
。 

検
診
を
き
ち
ん
と
受
け
た
り
、
体 

の
変
調
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
受
診
し
た 

り
す
る
と
い
っ
た
几
帳
面
な
行
動
に 

繋
が
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ 

に
し
て
も
、
非
認
知
能
力
を
高
め
る 

こ
と
で
、
健
康
的
に
も
恵
ま
れ
る
こ 

と
が
期
待
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
渦
で
悲 

観
的
に
な
っ
た
り
、
他
者
に
寛
容
で 

い
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
と
い
う
人
も 

い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
っ
た 

機
会
に
自
分
の
考
え
方
や
態
度
を
見 

つ
め
直
し
、
心
を
整
え
る
機
会
に
な 

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

第
2
回
理
事
会
に
代
っ
て
本
部
役
員
会
で
協
議 

 

第
3
回
理
事
会
（
8
月
28
日
）
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

6
月
26
日
に
予
定
し
て
い
た
37
地
区
会
長
と
本
部
役
員
が
出
席
す
る
第
2
回
理

事
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
に
6
月
に
引
き
続
き
中
止
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
6
月
11
日
（
木
）
第
3
回
本
部
役
員
会
に
お
い
て
第
2
回
理
事
会

に
代
わ
っ
て
予
定
し
た
議
題
全
て
を
協
議
し
、
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
次
回
、
第
3
回
理
事
会
は
8
月
28
日
（
金
）
10
時
か
ら
町
立
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
理
事
の
地
区
会
長
は
じ
め
関
係

者
に
は
改
め
て
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知
願
い
ま
す
。 

 

甘口辛口 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 



(2) 平群町長寿会新聞  第３２８号  ２０２０年（令和２年） 7 月１日  

（
表
面
よ
り
） 

・
募
集
人
員 

県
老
連
全
体
で
20
名 

 
参
加
費2

5
,0

0
0

円
（
自
己
負
担
） 

（3〉 

連
合
会
構
成
員
等
報
告 

（4）
令
和
2
年
度
「
な
ら
シ
ニ
ア
元
気
フ

ェ
ス
タ
」
参
加
者
募
集 

 
 

中
止 

・
開
催
日
5
月
9
日
～
10
日 

橿
原
公

苑
第
一
体
育
館 

・
県
老
連
「
活
動
賞
」
の
推
薦 

「
平
群
町
長
寿
会
連
合
会
」
を
推
薦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
別
紙
3
】 

「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
活
動
を
中
心

に
、「
会
員
増
強
運
動
推
進
賞
」
の
受

賞
な
ど 

【
協
議
事
項
】 

１
．「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
の
開
設
希
望

地
区
募
集 

※
昨
年
、
椿
台
長
寿
会
と
合
同
で
行
っ

た
「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
の
実
証
実

験
が
終
わ
り
、
今
年
度
は
全
長
寿
会

に
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
立
候
補
地

区
を
募
集
す
る 

・
地
区
単
独
で
も
2
～
3
地
区
連
合
で

の
立
候
補
も
可 

初
年
度
助
成
金
＠3

0
,0

0
0

円
1
地
区 

運
営
支
援 

２
．
令
和
2
年
度
総
会
と
舞
台
発
表
会

の
取
り
扱
い
結
果 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の 

観
点
か
ら
、 

総
会 

 
 
 

 
 

 
 

 

中
止 

舞
台
発
表
会 

 
 

 
 
 

延
期 

※
収
束
の
見
込
み
が
立
つ
迄 

３
．「
作
品
発
表
会
」 

 
 

 

延
期 

※
収
束
の
見
込
み
が
立
つ
迄 

４
．
そ
の
他 

な
し 

（
以
上
） 

         

 

認
知
症
予
防
に
思
う 

 

 
 
 

椿
台
長
寿
会
台 

濵
﨑 

晴
美 

 

10
年
先
の
健
康
は
、
こ
れ
か
ら
の
毎

日
の
暮
し
方
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
で
、
外

出
を
自
粛
し
て
仕
方
な
く
、
窓
ふ
き
や

ら
押
入
れ
の
掃
除
等
し
て
い
た
ら
、「
認

知
症
予
防
」
10
カ
条
の
メ
モ
が
出
て
き

ま
し
た
。
多
分
新
聞
に
書
か
れ
て
い
た

の
が
目
に
止
ま
り
、
厚
紙
に
書
き
写
し

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
10
年
前
で
は

未
だ
物
忘
れ
も
そ
う
ひ
ど
く
な
く
、
心

も
身
体
も
元
気
で
し
た
。 

し
か
し
加
齢
と
共
に
、
今
日
、
昼
食

に
何
を
食
べ
た
か
も
忘
れ
た
り
、
道
で

出
会
っ
た
人
の
顔
は
覚
え
て
い
る
の
に
、

名
前
が
出
て
こ
な
か
っ
た
り
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
役
者
さ
ん
の
名
前
を
思
い
出

す
の
に
一
日
二
日
と
か
か
っ
た
り
と
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
記
憶
力
が
確
か
に

薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
３
食
は
忘
れ
ず

食
べ
て
い
ま
す
が
、
今
は
「
コ
ロ
ナ
」

で
免
疫
力
を
つ
け
る
食
事
に
蜂
蜜
や
ヨ

ー
グ
ル
ト
、
ピ
ー
ナ
ツ
等
が
良
い
と
か

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
と
早
速
買
っ
て

き
て
、
食
べ
て
い
ま
す
。 

 

と
も
あ
れ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
道
に

認
知
症
予
防
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

次
に
10
カ
条
を
、
少
し
で
も
参
考
に
な

れ
ば
、
実
践
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。 

第
1
条
（
食
事
）
塩
分
と
脂
肪
控
え
て
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
。 

第
2
条
（
運
動
）
歩
こ
う
よ
、
手
足
動

か
し
脳
刺
激
。 

第
3
条
（
不
摂
生
）
深
酒
と
タ
バ
コ
や 

 

め
れ
ば
病
な
し
。 

第
4
条
（
健
診
）
習
慣
病
肥
満
に
血
圧
、 

早
め
の
一
手
。 

第
5
条
（
転
倒
）
気
を
つ
け
よ
う
。
頭

の
打
撲
引
き
金
に
。 

第
6
条
（
興
味
）
好
奇
心
前
向
き
人
生
、 

い
つ
ま
で
も
。 

第
7
条
（
趣
味
日
記
）
考
え
て
ま
と
め

て
表
現
、
よ
い
習
慣
。 

第
8
条
（
人
間
関
係
）
細
や
か
な
気
配

り
欠
か
さ
ず
お
付
き
合
い
。 

第
9
条
（
若
さ
）
老
け
込
む
な
、
お
し

ゃ
れ
心
を
忘
れ
ず
に
。 

第
10
条
（
ス
ト
レ
ス
）
く
よ
く
よ
と
考

え
込
ま
ず
、
た
め
込
ま
ず
。 

以
上
で
す
。
思
い
あ
た
る
節
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
気
長
に
努
力
し
て
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

            

第
112
回
健
康
ウ
オ
ー
ク 

ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道
を
歩
く 

健
康
部 

難
波
尊
志 

6
月
23
日
（
火
）
、
久
し
ぶ
り
の
快
晴
、

東
山
駅
前
広
場
に
て 

参
加
者
26
名
の

受
け
付
後
、
朝
礼
を
行
う
。
ガ
イ
ド
３

名
毎
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
順
次
出
発

す
る
。 

平
群
バ
イ
パ
ス
を
渡
り
、
西
に
下
り
、 

 
 

熊
が
し
橋
の
手
前
を
左
に
「
遊
歩
道
」

に
入
り
、
景
勝
地
入
り
口
の
階
段
を
下

っ
て
竜
田
川
の
東
岸
、「
馬
鍬
淵
」
に
至

る
。
こ
こ
で
準
備
体
操
を
行
う
。
そ
の

後
、
浸
食
さ
れ
た
白
色
の
奇
岩
を
流
れ

落
ち
る
飛
沫
を
眺
め
な
が
ら
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
を
聞
く
。
こ
の
地
は
竜
田
川

が
東
南
に
コ
の
字
に
大
き
く
蛇
行
し
て

い
た
頃
の
根
元
に
当
た
る
。
17
世
紀
初

頭
の
大
雨
で
河
川
の
氾
濫
が
あ
っ
た
た

め
に
川
の
流
れ
を
真
直
ぐ
に
す
る
河
川

改
修
工
事
（
蛇
行
の
根
元
を
カ
ッ
ト
）

が
行
わ
れ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
（
こ

の
改
修
工
事
は
竜
田
藩
主
片
桐
且
元
に

よ
る
）
。
そ
の
後
、
階
段
を
南
に
登
り
、

椣
原
大
橋
に
出
て
、
川
沿
い
の
東
道
を

南
下
し
、
椣
原
橋
を
渡
り
金
勝
寺
へ
。 

寺
の
由
緒
、
磨
崖
仏
の
説
明
を
受
け

た
後
、
寺
を
辞
し
て
南
に
下
る
国
道
脇

広
場
に
て
「
勧
請
綱
」
「
太
井
手
用
水
」

の
説
明
を
受
け
る
。
更
に
南
に
下
り
、

櫟
原
橋
の
架
け
替
え
経
歴
の
説
明
を
受

け
る
。
そ
の
後
、
竜
田
川
沿
の
西
道
を

少
し
下
っ
た
所
で
、
竜
田
川
の
西
岸
に

下
り
、｢

遊
歩
道
を｣

を
歩
く
、
西
向
橋

を
渡
り,

東
側
の
道
を
進
ん
だ
所
で
、
こ

の
地
域
は
平
安
時
代
に
荘
園
の
農
産
物

の
集
荷
貯
蔵
所
（
ク
ラ
シ
ロ
）
と
集
荷

物
を
積
み
出
す
「
港
」
が
存
在
し
た
話

を
す
る
。 

そ
の
後
、
か
し
の
き
荘
で
ト
イ
レ
休

憩
、
平
群
橋
、
森
脇
橋
を
渡
り
、
竜
田

川
の
西
道
を
進
み
正
午
に
プ
リ
ズ
ム
へ

ぐ
り
に
無
事
到
着
。
整
備
体
操
後
解
散

し
た
。 

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今

回
は
久
々
の
健
康
ウ
オ
ー
ク
、
雲
一
つ

な
い
快
晴
で
、
少
々
汗
を
掻
き
ま
し
た

が
、
爽
や
か
な
ウ
オ
ー
ク
に
な
り
ま
し

た
。 ガ

イ
ド
の
田
中
様
、
森
様
、
安
原
様 

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

（
以
上
） 

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
明
る
い
」
で
す 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
日
々
鬱
陶

し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
せ
め
て
川

柳
だ
け
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
ろ
う

で
は
な
い
か
と
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

し
か
し
作
品
の
中
に
コ
ロ
ナ
関
連
と
思

し
き
言
葉
が
・
・
・
、
あ
～
あ
こ
の
ウ

ィ
ル
ス
我
々
の
脳
味
噌
に
住
み
つ
い
て

し
ま
っ
た
よ
う
だ
！
。 

 

薄
明
か
り
レ
ン
ズ
重
ね
て
本
を
読
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難
波 

尊
志 

「
完
治
で
す
」
明
る
い
声
で
主
治
医
言
う 

大
村 

三
郎 

久
々
に
皆
で
登
校
か
し
ま
し
く 

松
井 

友
博 

不
器
用
を
笑
顔
明
る
く
カ
バ
ー
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
原 

友
子 

一
〇
万
円
ボ
ク
も
私
も
つ
い
笑
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
浜
崎 

晴
美 

マ
ス
ク
に
も
化
粧
し
た
よ
な
花
模
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 
信
夫 

明
る
さ
と
共
に
目
が
醒
め
も
う
一
睡 

藤
田 

利
治 

新
聞
の
一
面
飾
る
藤
井
棋
士 宮

崎
多
喜
代 

明
る
い
と
寝
て
も
お
ら
れ
ず
犬
散
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

根
暗
だ
が
パ
ッ
ト
明
る
い
頭
頂
部 

高
橋 

秀
尹 

笑
い
声
明
る
い
家
庭
外
ま
で
も 

宮
前 

敏
子 

人
生
は
明
る
く
生
き
る
一
度
っ
き
り 

薮
内 

照
香 

青
い
空
虹
の
リ
ボ
ン
が
架
け
て
あ
る 

山
田 

謙
造 

弾
ん
で
る
電
話
の
向
こ
う
友
の
声 

阿
部 

裕
子 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

六
月
の
か
し
の
木
通
信
句
会 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

晩
鐘
は
生
駒
を
こ
え
ず
桐
の
花 

 

野
木 

宗
信 

い
ぬ
ふ
ぐ
り
足
を
止
め
れ
ば
空
青
し 

 

花
岡 

安
子 

病
廊
に
待
つ
こ
と
長
き
若
葉
冷
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
谷
眞
治
郎 

菜
種
寒
世
の
憂
き
ご
と
を
避
け
こ
も
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
本 

洋
子 

藷
の
苗
日
差
し
盛
り
に
配
り
け
り 

乾 

フ
ジ
子 

母
の
日
に
多
肉
植
物
届
き
け
り 

 

岩
城 

和
子 

我
が
前
を
行
き
つ
停
ま
り
つ
黒
蜥
蜴 

 
 

江
崎 

俊
夫 

音
す
べ
て
滝
つ
ぼ
に
落
ち
修
行
僧 

 
 

岡
本 

豊
子 

苺
の
香
充
満
し
て
る
仏
の
間 

 
 

澤
波
百
合
子 

缶
ビ
ー
ル
機
械
油
の
臭
う
指 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
川 

克
己 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

梯
子
降
り
黒
松
の
枝
指
差
し
て
「
よ
し
」

と
一
声
老
剪
定
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

友
く
れ
し
多
様
な
水
仙
は
な
や
か
で
佛

前
に
わ
か
に
賑
わ
い
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
本 

類
子 

振
り
向
け
ば
よ
わ
い
重
ね
て
幾
星
霜 

過
去
と
未
来
の
去
来
す
る
日
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

小
東 

隆
子 

野
鳥
来
て
椿
の
蜜
吸
い
花
び
ら
を 

地
面
に
散
ら
し
ぱ
っ
と
飛
び
立
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

左
近 

育
子 

新
鮮
な
四
季
の
野
菜
を
く
れ
る
友 

今
日
は
掘
り
た
て
た
け
の
こ
届
く 

芝
田
ユ
ク
子 

土
ま
と
い
雲
の
合
間
に
見
え
隠
れ 

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
春
筍
掘
り
ぬ 

徳
原 

友
子 

花
を
見
ず
逝
き
に
し
人
の
佛
前
に 

ま
ぶ
し
き
ま
で
に
侘
助
の
白 野

木 

宗
信 

山
歩
き
青
葉
若
葉
に
癒
さ
れ
て 

コ
ロ
ナ
忘
れ
る
自
然
の
力 

飯
田 

陽
子 

コ
ロ
ナ
禍
で
会
え
ぬ
夫
と
の
ふ
れ
あ
い 

は
ス
マ
ホ
写
真
に
手
紙
を
そ
え
て 

魚
住 

潤
子 

   

お
く
や
み 

 

令
和
２
年
５
月
20
日 

か
ら
６
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

谷
口 

弘 

様(

81)
 
 

 

梨
本
地
区 

 

峯
田 

弘
子
様(

85)
 
  
  

櫟
原
地
区 

 

溝
添 

克
己
様(

80)
 
 

上
庄
台
地
区 

 

岡
田 

雅
行
様(

70)
 
  

 

椹
原
地
区 

 

奥
田 

竜
男
様(

92)
 
 

 

椹
原
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
113
回
7
月
28 

日
（
火
） 

・
上
山
古
墳
、
平
群
神
社 

約
5.5
㎞ 

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

9:

30 

※
飲
物
、
「
手
帳
」、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

※
8
月
は
休
み
ま
す 

 

お
知
ら
せ 

 

◇
第
3
回
理
事
会 

・
8
月
28
日
（
金
）
10
時 

・
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

く
ま
が
し
ホ
ー
ル
（
1

F
） 

 


